
   

  

 

 

 

 

 

【校長室より】 
日々積み上げていく自分の人生だからこそ！ ～カッコ良さとはどこにあるのか～ 

 マンガで描かれた世界は、やがて現実になる！そんな言葉を耳にすることがあります。 

先日のMLBでは、その言葉を超えるような出来事がありました。大谷翔平選手が、

１試合で１０奪三振、そして３本塁打を記録し、ＭＶＰにも選出されました。   

シリーズに入り、思うように結果が出ていなかった中でのこの異次元の活躍は、  

まさに「マンガを超えた世界」ではないでしょうか。言葉では表現しきれないほどの

感動が、世界中のファンの心を動かしました。 

前期終業式の中で、９名の生徒に、校外で頑張っていることについて、壇上で発表してもらいました。

そうした日々の積み重ねを振り返るとき、三山中には学校外でも努力を重ねている生徒が多いことを 

改めて感じます。本校に部活動がない種目に挑戦している生徒、地域のために活動している生徒など、 

学校で見せる表情とはまた違った姿を見せているはずです。そんな姿だからこそ、自信をもって、   

自分の言葉で表現してほしい。それが今回の企画の始まりでした。 

発表では、日々大切にしていることや努力の中での気づき、そして今後の夢など、それぞれの言葉から

強い思いが伝わってきました。その話を聞きながら、そんな彼らを誇らしく思うとともに、自分としっかり

向き合い努力できていることに、心からカッコ良さを感じました。実は、私がイメージしていた遠いゴール

の先に、あの大谷選手の姿があるのです。 

近年の国際調査によれば、日本の子供たちは、学習到達度や身体的健康では高い評価を受けています。

しかし一方で、自分自身の「人生に対する満足感」や「精神的な幸福感」において、必ずしも他国と比べて

十分とは言えないという結果が出ています。例えば、２０２２年の OECD による学習到達度調査では、

１５歳の生徒の約 2 割が「自分の生活・人生に満足していない」と回答しています。また、UNICEF の

「子どもの幸福度調査」では、日本は身体的健康の項目ではトップ評価であるものの、精神的な幸福度に

おいて先進国の中でも下位に位置しているとの報告があります。 

こうしたデータを踏まえると、「成績が良ければよい」「体が健康であればよい」だけでは、本当の豊かさ

とは言えません。大切なのは、「自分が今ここにいること」、そして「努力している自分」を肯定すること

です。毎日の授業や部活動、行事、友人との関わりーーそうしたささやかな日常の中にこそ、「強さ」や

「豊かさ」が育まれていくのだと思います。自分の頑張りを大切にし、互いにその努力を認め合える関係で

あってほしいと思います。今回、発表をためらった人もいるかもしれません。その一歩を踏み出す勇気を

持ってください。次回、皆さんの新たな挑戦を聞けることを楽しみにしています。 

 

☆勢いで乗り切れる体育祭。ごまかしの利かない合唱祭。 

素晴らしい成果を残すことができた体育祭。当日の懸命な姿や解団式で伝え合った 

思いに、「なぜ学校が必要なのか」その答えの１つを見ることができました。 

次は合唱祭に向かいます。本校の心の三本柱の１つに「合唱」があります。体育祭と

は質の違う全力が求められます。ただ大きな声で歌えばいいわけではありません。   

それぞれが違う音を出していても、全体として心地よく響く関係になっていなければなりません。互いに

支え合い、豊かな響きを生み出す「ハーモニー」が大切なのです。４月にみんなで決めた学級目標を   

具現化できるか、まさに、ごまかしの利かない「学級力」が問われます。一人一人の声は小さくても、      

重なり合えば大きな力になります。練習を積み重ねていく中で、声だけでなく、心も一つになっていくことを

期待しています。 
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☆八街落花生マラソンでの激走！？ ～自己肯定感を高める私の挑戦～ 

生徒の皆さんに、いつも「頑張れ！」と言葉を贈っているだけでは、自分自身も   

悲しいので、約８か月ぶりにマラソン大会に参加してきました。１０ｋｍだからと

たかをくくっていたら、今年は日々の努力ができていないため、体が悲鳴を    

上げました。しかもゴール前２ｋｍは、地獄のような上り坂。もうあきらめて歩きたい自分とずっと戦うことに

なりました。そんなときに頭に浮かぶのは、今まで関わってきた教え子たち、そして今、声をかけている

皆さんの顔です。「人に厳しく、自分に甘い人間でいいのか」そんな声がどこからともなく聞こえ、最後の

４００ｍは、精一杯のラストスパートをかけました。しんどいことにはしっかりとした準備が必要です。

合唱祭も、部活動も、勉強も、そして３年生にとって大切な進路も、自分との戦いに負けず、「ねばり強く 

心豊かに たくましく」それぞれの舞台で、歩みを進めていきましょう。  

１１月の予定                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校からのお知らせ                           

◼ スケアード・ストレイトの公開について 

危険な自転車走行が社会問題となっていることから、スタントマンによるリアルな交通事故再現を

取り入れた自転車交通安全教室を開催し、交通安全意識の向上等を図るとともに、交通ルールの遵守

と正しい交通マナーを実践させることで自転車の交通事故の抑止に資することを目的としています。

保護者の皆様も参観は可能ですので、お時間のある方は是非ご覧ください。 

日  時 １１月１２日（水） １３：０５～１４：０５ ※雨天順延 

場  所 三山中学校 校庭 

そ の 他 保護者の参観場所は校庭です。状況により移動をお願いする場合があります。 

日曜 給 主な行事 日曜 給 主な行事

11/1(土) 17(月) 〇 火曜日課

2(日) 18(火) ○
月曜日課

学年進路検討会（３年５校時下校）

3(月) 文化の日 19(水) ／ 千教研（水②③④⑤）　　諸停

4(火) 〇
制服登校スタート

※1月分給食申込締切
20(木) ○ 職員会議　諸停

5(水) ○
１年合唱リハ(6校時)

３年質問会(6校時)

ノー部活デー

21(金) ○ テスト前諸停（１）

6(木) ○ 22(土) テスト前諸停（２）

7(金) ○ ２年合唱リハ(6校時) 23(日) テスト前諸停（３）

8(土) 24(月)
勤労感謝の日

テスト前諸停（４）

9(日) 25(火) 〇

B日課（月②③④⑤学）

質問会（5校時)

全校進路検討会(３年給食後下校)

テスト前諸停（５）

10(月) 〇
３年後期中間テスト

１,２年テスト計画(6校時)

３年合唱リハ(6校時)

26(水) ／
１,２年後期中間テスト（国・数・英）

３年学年日課

11(火) ○ 27(木) ／
１,２年後期中間テスト（理・社・学）

３年学年日課

３年認知症サポート養成講座(3校時)

12(水) ○
B日課(6時間)

スケアード・ストレイト(5,6校時)

ノー部活デー

28(金) 〇
金②③⑤道（給食後下校）

２年薬物乱用防止教室(4校時)

諸停

13(木) 〇
金①③④⑤学

全校合唱リハ(5校時)
29(土)

14(金) 〇 合唱祭 30(日) 総合防災訓練(AM)

15(土) みたなら地区防災講座ボランティア（三山市民センター） 12/1(月) 〇
入試相談予約開始

※1月分給食費引き落とし

16(日) 船橋をきれいにする日 2(火) ○



   

令和 7年度 第４５回体育祭 １０月３日（金）実施                  

   

   

 
  

   

  
 

 
  

 

今年度のテーマは「力戦奮闘～全力で駆け抜けろ～」です！ 

【裏面に続く】 



   

◼ みたなら健康・福祉フェアへのボランティア参加 

１０月１９日（日）に三山市民センターにて「みたなら健康・福祉フェア」が開催され、ボラ

ンティアとして本校生徒、約２５名が参加しました。中学生の参加は、高齢化のため地域のボ

ランティア不足で運営が難しかったことが解消でき、真剣に取り組んでいる生徒の姿は地域

の人たちからも大変好評です。三山中学校には心の三本柱に「ボランティア」があります。１

１月１５日（土）にも三田習地区防災講座ボランティアが、１１月１６日（日）は「船橋をき

れいにする日」があります。引き続き地域とともにある三山中学校であり続けていきたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

◼ 船橋市総合体育大会（駅伝の部）で健闘しました！ 

１０月１1 日（土）に船橋市運動公園で第６１回船橋市総合体育大会（駅伝の部）が行われま

した。駅伝メンバーを募り、夏休みからコツコツと練習を重ねてきました。当日はあいにくの

雨で肌寒い日でしたが、代表選手一人ひとりが、それぞれの思いを胸に襷（たすき）をつない

で走り抜きました。結果は男子は２３位、女子は２４位でした。三山中学校の代表としてこの

日まで取り組んできた出場選手はもちろん、補欠選手や練習を重ねてきた生徒の皆さんに大

きな拍手をおくりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

今年も三山中学校１年生が書いたメッセージが掲示されました。 

来場された方々は一つ一つのメッセージカードにじっくり目を通していました。 
 


